
            請 願 ・ 陳 情 一 覧 表                                          

令和８年第４回（９月招集）袖ケ浦市議会定例会 

 

番  号 件 名                                頁 

陳情第７号 
「九十九里沖ＣＣＳ事業の中止撤回を国に求める意見

書」採択に関わる陳情書 
２ 

 



- 2 - 

 

請願・陳情文書表 

陳 情 番 号 陳情第７号 

受理年月日 令和８年８月２０日 

件   名 「九十九里沖ＣＣＳ事業の中止撤回を国に求める意見書」採択に

関わる陳情書 

付託委員会 建設経済常任委員会 

陳 情 人 木更津市貝渕３丁目１２－６４ 

      幸福実現党千葉南後援会 代表 舘 範治 

 

【陳情事項】 

貴議会におきまして、現在、房総九十九里沖で進められているＧＸ脱炭素政

策の一環としてのＣＣＳ事業の中止撤回を求める意見書を採択いただき、政府

及び関係行政官庁宛に意見書をご提出いただきたく宜しくお願い申上げます。 

 

 

【陳情理由】 

政府のＧＸ脱炭素政策の一環として令和８年７月６日から房総九十九里沖で

進められているＣＣＳ (Carbon Capture and Storage:ＣＯ２の分離回収貯留)

事業は事業の安全性や経済合理性に懸念を残し、巨額の資金負担と事業に伴う

リスクを直接・間接に国民へ負わせるもので事業そのものに正当性を欠き将来

世代に禍根を残しかねません。 

房総半島を横断する８０㎞のパイプラインルートが予定されており、袖ケ浦

市もそのルートに含まれていますが、長距離に及ぶパイプの破損事故等による

高濃度ＣＯ２漏出等の危険も無視できません。現実に海外でのパイプ破断事故

等も散見されます。 

とりわけＣＯ２貯留地点の掘削に伴う「誘発地震」のリスクはＩＥＡ等国際

機関も懸念するところです。千葉県は北西部直下、県南部、県東部のいずれか

で将来大型地震も想定されるとして、千葉県自らが地震被害想定のシミュレー

ション結果を昨年５月に公表しています。そうした“地震の巣”ともいえる地

域であえて地殻変動の呼び水となるような事業をなす意味はどこにあるのでし

ょうか。 

そもそも地球温暖化をＣＯ２温室効果説に求めることも因果関係が十分に解

明されておらず科学的ではありません。危険負担を地域住民のみが一方的に担
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い、かつ貴重な地域の海･山の自然環境、海洋資源を損ないかねない事業とい

えます。 

袖ケ浦市議会におかれましては本陳情の趣旨をお酌み取りいただき、審議・

議決の上、地方自治法第９９条の規定に基づき、政府及び関係行政官庁あてに

九十九里沖ＣＣＳ事業の試掘探査段階での中止撤回を求める意見書の提出をし

ていただきますよう何卒宜しくお願い申し上げます。 

 


